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１
．
20
年
前
の
尾
瀬
の
課
題
と
研
究

　
東
京
農
業
大
学
の
麻
生
恵
先
生
が
取
り
組
む
日
光
国
立
公

園
・
尾
瀬
地
域
（
現
尾
瀬
国
立
公
園
）
の
収
容
力
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
の
が
２
０
０
１
年
。
当

時
、
尾
瀬
ヶ
原
と
尾
瀬
沼
は
多
数
の
来
訪
者
を
受
け
入
れ

て
お
り
、
木
道
を
行
進
す
る
長
い
行
列
、
隙
間
な
く
人
が
座

る
休
憩
用
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
な
ど
過
剰
利
用
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
。
米
国
の
研
究
成
果
を
参
照
し
つ
つ
、
収
容
力
の
算
定
、

過
剰
利
用
を
抑
制
で
き
る
計
画
の
立
案
を
目
指
す
研
究
に
取

り
組
み
、
そ
の
後
の
数
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
適
正

な
利
用
者
間
の
距
離
の
算
定
、
利
用
者
数
の
上
限
の
設
定
に

貢
献
で
き
る
よ
う
な
成
果
を
得
た
。
筆
者
自
身
に
と
っ
て
は

保
護
地
域
を
対
象
と
す
る
初
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
あ
り
、

公
園
利
用
者
の
不
満
、
不
快
感
な
ど
の
意
識
構
造
の
中
で
混

雑
の
事
象
が
ど
の
程
度
の
位
置
を
占
め
る
の
か
、
そ
の
問
題

の
大
き
さ
、
問
題
性
に
焦
点
を
当
て
る
研
究
企
画
を
許
し
て

い
た
だ
い
た
。
結
果
と
し
て
、
利
用
が
集
中
す
る
時
期
の
来

訪
者
管
理
に
む
け
た
示
唆
（
山
本
ほ
か
、
２
０
０
３
）
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
思
え
ば
脇
の
甘
い
企
画
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
企
画
を
許
容
し
て
く
れ
た
関
係
者
に
感
謝
し
た

い
。

２
．
現
在
の
尾
瀬
の
課
題

　
さ
て
、
そ
れ
か
ら
約
20
年
が
経
過
し
、
国
立
公
園
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。
尾
瀬
で
は
、
過
去
最
高

の
約
65
万
人
を
記
録
し
た
１
９
９
６
年
か
ら
入
山
者
数
は

減
少
の
一
途
を
辿
り
、
と
く
に
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
（C

O
V

ID
-19

）
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

２
０
２
０
〜
２
０
２
１
年
の
入
山
者
数
の
約
11
万
人
は
、
山

小
屋
の
営
業
継
続
に
も
支
障
が
出
る
ほ
ど
の
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
わ
が
国
全
体
を
見
渡
す
と
、
自
然
資
源
管
理
の
変

容
、
停
滞
と
い
っ
た
深
刻
な
問
題
が
生
起
し
、
そ
の
背
景
に

は
近
代
に
始
ま
る
生
活
様
式
の
変
容
、
人
口
と
経
済
の
減

少
、
管
理
の
担
い
手
の
高
齢
化
、
災
害
等
に
よ
る
地
域
の
疲

弊
、
地
域
資
源
管
理
へ
の
住
民
関
与
の
希
薄
化
な
ど
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
国
立
・
国
定
公
園
等
を
体
系
化
し
た
日
本
の

公
園
制
度
の
設
立
か
ら
は
約
80
年
が
経
過
し
、
公
園
利
用
者

の
側
で
は
原
生
的
自
然
を
対
象
と
す
る
周
遊
型
か
ら
二
次
的

自
然
を
も
対
象
と
す
る
滞
在
・
ふ
れ
あ
い
型
へ
の
観
光
志
向

の
変
化
、
公
園
管
理
者
の
側
で
は
規
制
に
よ
る
人
為
排
除
か

ら
順
応
的
管
理
へ
の
静
か
ら
動
へ
の
管
理
方
法
の
移
行
が
あ

り
、
持
続
可
能
性
を
考
慮
し
た
模
索
が
続
い
て
い
る
。

３
．
第
４
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査

（
１
）
シ
カ
問
題
と
尾
瀬
の
保
全
＊
１
）

　
そ
う
し
た
状
況
下
、
第
４
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
の
一
環

と
し
て
２
０
１
８
年
に
社
会
科
学
的
な
視
点
か
ら
尾
瀬
の
価

値
に
光
を
当
て
る
研
究
に
着
手
し
た
。
研
究
の
視
点
の
１
つ

は
尾
瀬
が
向
き
合
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
シ
カ
問

題
で
あ
る
。
シ
カ
の
生
息
数
の
増
加
、
生
息
域
の
変
化
、
拡

大
に
と
も
な
い
各
地
で
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
農
林
業
被
害
と
し
て
は
北
海
道
東
部
で
は
15
億
円
の
被

害
額
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
農
地
、
林
地
以
外
で
も

被
害
が
増
え
て
お
り
、
釧
路
湿
原
で
は
２
０
０
４
年
以
降
の

５
年
間
で
エ
ゾ
シ
カ
の
密
度
が
急
増
し
、
湿
原
内
の
河
川
蛇

行
部
の
内
側
な
ど
で
ヌ
タ
場
の
形
成
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
州
の
山
中
峠
湿
原
で
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
減
少

し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
下
「
シ
カ
」
と
い
う
。
）
と
イ
ノ
シ

シ
の
採
食
、
掘
り
返
し
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

湿
原
調
査
の
困
難
を
考
慮
す
る
と
、
未
報
告
の
相
当
な
被
害

が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
一
方
、
シ
カ
対
策
が
進
ん
で
い
る

事
例
と
し
て
戦
場
ヶ
原
湿
原
が
あ
り
、
開
放
部
と
な
っ
て
い

る
河
川
の
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
、
道
路
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
設
置

の
有
効
性
が
検
証
さ
れ
た
も
の
の
、
９
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

囲
う
柵
の
設
置
の
み
で
は
効
果
が
限
定
的
で
あ
り
、
捕
獲
等

の
追
加
の
対
策
に
よ
っ
て
植
生
が
回
復
し
た
と
い
う
報
告
が

あ
り
、
湿
原
の
保
全
に
は
総
合
的
対
策
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
湿
原
は
生
態
系
と
し
て
の
価
値
に
加
え
、
木

本
類
が
少
な
く
、
近
景
か
ら
遠
景
ま
で
の
奥
行
き
、
広
が
り

が
あ
る
連
続
的
な
景
観
が
展
開
さ
れ
、
こ
の
点
に
も
価
値
が

あ
る
。
湿
原
に
対
す
る
人
の
評
価
に
つ
い
て
言
え
ば
、
レ

来
訪
者
の
意
識
に
み
る
尾
瀬
国
立
公
園
の
価
値

山
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ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
価
値
は
他
の
価
値
よ
り
も
評
価
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
事
前
の
訪
問
経
験
等
に
よ
っ
て
評
価
が
異
な

る
。
ま
た
、
湿
原
の
環
境
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
自
然
生

態
系
、
景
観
を
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
こ
と
も
で
き
、
お
よ

そ
方
法
論
は
確
立
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
工
物
が
湿
原

の
評
価
を
下
げ
る
一
方
で
、
歩
道
な
ど
利
用
に
供
さ
れ
る
施

設
は
そ
れ
ほ
ど
評
価
を
下
げ
ず
許
容
さ
れ
、
平
坦
な
湿
原
で

は
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
乱
す
工
作
物
が
問
題
と
な
る
。
し
か

し
、
多
数
の
人
の
存
在
は
湿
原
景
観
の
評
価
に
負
の
影
響
が

あ
り
、
ど
う
や
ら
評
価
の
構
造
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。

　
第
４
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
で
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
の
来

訪
者
の
意
識
に
焦
点
を
当
て
、
シ
カ
に
よ
る
尾
瀬
国
立
公
園

の
湿
原
へ
の
影
響
の
認
知
度
と
管
理
施
策
に
対
す
る
支
持
意

向
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
、
湿
原
に
対
す
る
価
値
意
識

の
構
造
の
把
握
を
企
図
し
た
。
方
法
は
、
郵
送
回
収
式
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
度
は
、
公
園
の
利
用
者

数
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
た
７
月
７
〜
８
日
（
土
日
）
の

尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
周
辺
に
お
い
て
、
２
０
１
９
年
度
は
10
月
５
〜
６
（
土

日
）
の
山
ノ
鼻
と
竜
宮
十
字
路
の
木
道
上
に
お
い
て
、
来
訪

者
に
調
査
へ
の
協
力
依
頼
を
行
っ
た
。

　

２
０
１
８
年
度
の
３
０
５
人
の
回
答
か
ら
、
一
定
割
合

の
来
訪
者
が
シ
カ
に
よ
る
湿
原
へ
の
影
響
を
目
撃
し
（
図

１
）
、
そ
の
影
響
は
深
刻
と
い
う
見
方
が
強
か
っ
た
。
ま

た
、
尾
瀬
の
価
値
と
し
て
は
、
景
観
価
値
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
価
値
、
生
態
系
価
値
の
そ
れ
ぞ
れ
が
強
く
肯
定
さ
れ

て
お
り
、
と
り
わ
け
、
ま
と
ま
り
あ
る
壮
大
な
景
観
に
価
値

が
見
出
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
シ
カ
の
影
響
を
防
ぎ
、
来

訪
者
が
ま
も
り
た
い
と
考
え
る
場
所
は
、
尾
瀬
の
特
定
の
地

点
と
い
う
よ
り
も
広
が
り
の
あ
る
空
間
が
多
く
回
答
さ
れ
て

い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
尾
瀬
の
連
続
す
る
湿
原
景
観
の
一
体
性

を
保
持
し
つ
つ
自
然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
重
要
な
論
点

の
１
つ
と
考
え
ら
れ
た
。
支
持
す
る
シ
カ
対
策
で
は
、
大
面

積
の
侵
入
防
止
柵
が
唯
一
過
半
数
か
ら
支
持
さ
れ
、
尾
瀬
の

連
続
す
る
湿
原
景
観
の
一
体
性
を
保
持
で
き
る
管
理
施
策
が

最
も
支
持
さ
れ
て
い
た
。
同
時
に
、
あ
る
程
度
の
シ
カ
の
影

響
を
許
容
す
る
と
す
る
消
極
的
な
保
全
策
の
支
持
は
少
な

く
、
全
体
と
し
て
積
極
的
な
施
策
が
支
持
さ
れ
て
い
た
（
図

２
）
。
管
理
施
策
の
支
持
意
向
は
、
影
響
の
深
刻
度
の
認
知

と
関
係
が
あ
り
、
今
後
、
尾
瀬
に
お
い
て
影
響
が
深
刻
化
し

た
場
合
、
駆
除
と
と
も
に
大
面
積
の
侵
入
防
止
柵
の
設
置
を

求
め
る
意
向
が
強
く
な
る
と
予
想
で
き
る
。
な
お
、
尾
瀬
で

は
こ
の
大
面
積
の
侵
入
防
止
柵
の
支
持
意
向
は
景
観
阻
害
の

意
識
と
負
の
関
係
が
あ
り
、
大
面
積
の
侵
入
防
止
柵
が
景
観

の
劣
化
を
招
く
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

ま
と
ま
り
の
あ
る
壮
大
な
景
観
を
ま
も
る
と
い
う
方
針
を
打

ち
出
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
（
山
本
、
２
０
１
９
）
。

（
２
）
尾
瀬
の
保
全
に
む
け
た
基
金
の
活
用
可
能
性

　
し
か
し
、
大
規
模
な
柵
の
設
置
、
維
持
管
理
に
は
相
当
の

費
用
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
、
積
極
的
な
シ
カ
対
策
を
講
じ

う
る
場
合
に
費
用
の
捻
出
が
課
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、
次
に

設
定
し
た
論
点
は
環
境
保
全
を
目
的
と
す
る
基
金
で
あ
る
。

２
０
１
９
年
度
の
４
６
１
人
の
回
答
か
ら
、
環
境
保
全
基
金

の
設
立
に
は
95
％
に
あ
た
る
４
３
６
人
が
賛
成
し
、
反
対
は

わ
ず
か
５
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
金
額
別
の
支
払
意
思
率
は
、

３
０
０
円
で
96
％
、
５
０
０
円
で
90
％
、
１
，
０
０
０
円
で

74
％
、
２
，
０
０
０
円
で
37
％
、
５
，
０
０
０
円
で
17
％
と

な
り
、
こ
の
観
測
値
か
ら
理
論
値
と
し
て
の
支
払
意
思
額
曲

線
を
導
出
で
き
た
（
図
３
）
。
さ
ら
に
、
来
訪
者
が
希
望
す

図２．支持するシカ対策（N=305）*1） 図１．シカによる影響の認知度（N=305）*1）
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る
集
金
方
法
と
し
て
は
、
可
能
な
限
り
全
員
か
ら
徴
収
す
る

方
法
が
最
も
多
く
支
持
さ
れ
76
％
、
次
い
で
、
子
ど
も
や
高

齢
者
、
身
障
者
の
割
引
が
支
持
さ
れ
31
％
と
な
っ
た
。
来
訪

者
が
希
望
す
る
基
金
の
使
途
は
、
湿
原
等
の
自
然
風
景
の
保

全
、
回
復
が
最
も
多
く
86
％
、
次
い
で
、
ゴ
ミ
・
屎
尿
等
の

処
理
が
75
％
で
多
か
っ
た
。
基
金
に
関
す
る
尾
瀬
国
立
公

園
の
来
訪
者
の
意
識
を
概
括
す
る
と
、
環
境
保
全
を
目
的
と

す
る
基
金
の
設
立
に
対
し
て
は
大
半
が
肯
定
的
で
あ
り
、

５
０
０
円
程
度
ま
で
の
負
担
で
あ
れ
ば
許
容
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
た
。
ま
た
、
来
訪
者
が
全
体
と
し
て
負
担
し
支
え
る
基

金
制
度
と
、
湿
原
の
保
全
、
回
復
へ
の
使
途
が
期
待
さ
れ
て

い
た
（
山
島
ほ
か
、
２
０
２
１
）
。

４
．
尾
瀬
の
保
全
に
む
け
て

　
尾
瀬
国
立
公
園
の
誕
生
は
２
０
０
７
年
で
あ
る
が
、
日
本

の
最
初
期
の
１
９
３
４
年
指
定
の
日
光
国
立
公
園
か
ら
分

離
、
独
立
し
た
経
緯
が
あ
り
、
自
然
公
園
制
度
の
観
点
か
ら

み
れ
ば
そ
の
歴
史
は
古
い
。
公
園
の
指
定
理
由
（
環
境
省
、

２
０
０
７
）
で
は
、
約
７
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
の
尾

瀬
ヶ
原
は
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
山
地
湿
原
で
あ
り
、
拠
水

林
、
池
溏
な
ど
特
徴
的
な
景
観
と
と
も
に
、
地
域
固
有
の
動

植
物
が
記
述
さ
れ
、
学
術
上
の
価
値
が
高
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
、
開
発
と
自
然
保
護
の
軋
轢
、
保
護
と
利
用
の
両
立
と

い
っ
た
、
い
く
つ
も
の
困
難
な
課
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
り
、
わ
が
国
の
自
然
保
護
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
特
異

な
地
位
を
築
い
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
尾
瀬
国
立
公
園

は
湿
原
の
価
値
を
脅
か
す
シ
カ
問
題
と
向
き
合
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
社
会
と
の
合
意
の
中
で
大
胆
な
施
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
20
年
あ
ま
り
の
期

間
に
起
き
て
い
る
顕
著
な
来
訪
者
数
の
減
少
は
、
尾
瀬
に
対

す
る
関
心
の
低
下
を
示
唆
し
て
お
り
、
第
４
次
尾
瀬
総
合
学

術
調
査
の
成
果
が
示
す
尾
瀬
の
価
値
を
広
く
伝
え
る
こ
と
が

最
重
要
の
取
り
組
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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